


まえがき

農林水産奨励会は、 大日本農会、 大日本山林会、 および大日本水産会

の三会で組織されている公益法人です。

当会は、 農林水産業の発展に寄与すべく、 独自に三会と協力して、 講

演会、 シンポジウム、 研究会の開催、 印刷物の刊行など各種の公益事業

を行っています。

最近、 人々の生活の中で、 最も重要な食生活が、 現代の情報化社会の

中にあって乱れ始めているとの指摘があります。飽食の時代といわれて

久しい、 豊かな日本の社会の中で、 どうして食生活の乱れが指摘される

状態に成ってしまったのでしょうか。

文部科学省をはじめ、 政府関係機関は、 いまや「食」も教育と捕らえ

て、 わゆる「食育」の取り組みを始めています。 又、 食の安全性に対す

る消費者の関心は益々高まってきております。

その様ななかで、 当会は、 人々の食生活の向上を願い、 大日本水産会

が主催した「おさかな普及学術研究会」に協力いたしました。

本書は、 この研究会における講演や活動の内容を収録整理したもので

ありまが、 本書が関心の皆様のご参考になれば幸いです。

平成1 7年2月

財団法人 農林水産奨励会

会 長 小林 富士雄
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おさかな普及学術研究会主催者挨拶

最近、 人々の生活の中で、 最も重要な食生活が、 現代の情報化

社会の中にあって乱れ始めているとの指摘があります。 飽食の時

代といわれて久しい、 豊かな日本の社会の中で、 どうして食生活

の乱れが指摘される状態に成ってしまったのでしょうか。

文部科学省をはじめ、 政府関係機関は、 いまや「食」も教育と

捕らえて、 わゆる「食育」の取り組みを始めています。 又、 食の

安全性に対する消費者の関心は益々高まってきております。

その様ななかで、 大日本水産会は、 おさかな普及事業の一環と

して、 女子栄養大学短期大学部において、 関係の学識経験者等を

メンバーに「おさかな普及学術研究会」を開催して、 栄養士等を

目指す学生たちの勉学の一助にしております。

本書は、 この研究会における講演や活動の内容を収録整理した

ものでありまが、 本書が関心の皆様のご参考になれば幸いです。

平成1 7年2月

社団法人 大日本水産会

会 長 中須 勇雄
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